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ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
も
早

い
も
の
で
２
回
目
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
セ
ン
タ
ー
の
１

階
ロ
ビ
ー
に
、ほ
ぼ
毎
日
、一
日

中
、ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
流

し
て
い
る
ク
ラ
シ
カ
ル
な
オ
ー

デ
ィ
オ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
オ
ー

デ
ィ
オ
は
旧
小
須
戸
町
が
昭
和

50
年
代
に
購
入
し
た
名
機
で
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
ン
プ
と
プ
リ

ア
ン
プ
は
ア
キ
ュ
フ
ェ
ー
ズ 

 
 
 

 

（
日
本
）
の
１
９
７
９
年
製
、

ス
ピ
ー
カ
ー
は
タ
ン
ノ
イ
（
英
国
）

の
１
９
８
０
年
製
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
デ
ノ
ン
（
日
本
）
の
１
９
７
６

年
製
で
す
。
旧
公
民
館
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
移
管
さ
れ
、
今
や
ロ
ビ
ー

の
花
形
と
な
っ
て
年
代
物
の
優
雅

で
柔
ら
か
な
音
響
を
奏
で
続
け
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て「
類
は
友
を
呼
ぶ
」で
、

や
は
り
好
き
な
方
が
集
ま
り
ま
す
。

半
日
じ
っ
と
聞
き
い
っ
て
い
る
人
、

オ
ー
デ
ィ
オ
談
義
を
交
わ
す
人
、

マ
イ
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
人
、

先
日
は
オ
ー
デ
ィ
オ
を
聞
き
な
が

ら
水
彩
画
を
描
く
方
も
現
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
実
は
私
も
そ
の
類
の

一
人
で
、
ロ
ビ
ー
に
誰
も
い
な
い

時
は
音
量
を
ぐ
っ
と
上
げ
、迫
力
あ

る
サ
ウ
ン
ド
を
聞
い
て
悦
に
い
っ

て
い
ま
す
。

米 田 秀 逸 さん

小須戸まちづくりセンター長

類
は
友
を
呼
ぶ

事業を通じて生涯学習を支援する公民館事業を通じて生涯学習を支援する公民館事業を通じて生涯学習を支援する公民館事業を通じて生涯学習を支援する公民館事業を通じて生涯学習を支援する公民館
平成２８年度　主な事業紹介

新
年
度
公
民
館
の
重
点
事
業

　

平
成
二
十
二
年
度
に
新
潟
市
公
民
館
は
、「
地
域
に
出
か
け
、
住
民
と
一
緒
に
考
え
、
地

域
の
絆
づ
く
り
を
支
援
す
る
公
民
館
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
超
高
齢
社
会
を

迎
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
期
待
は
な
お
一
層
高
ま
り
、
ま
た
、
多
世
代
に
わ

た
る
多
様
な
課
題
や
要
求
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
化
や
核
家
族
化
な
ど
で
、

地
域
の
連
帯
感
が
ま
す
ま
す
希
薄
に
な
る
中
、
公
民
館
は
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
寄
り
添
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
重
点
事
業
を
定
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（1）　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
支
援
す
る
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（2）　

学
・
社
・
民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る 

      

事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（3）　

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
支
援
す
る
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（4）　

青
少
年
の
生
き
る
力
を
育
む
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（5）　

高
齢
者
の
学
習
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（6）　

現
代
的
課
題
を
探
り
、
解
決
を
支
援
す
る
事
業

　

小
須
戸
地
区
公
民
館
に
は
地
域
の
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
８
名
の
活
動
協

力
員
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
事
業
や
企
画
、
運
営
な
ど
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
講
師
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
、
公
民
館
活
動
に
は
欠
か
せ
な
い
役
割
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

言
わ
ば
公
民
館
の
力
強
い
助
っ
人
と
し
て
、
地
域
の
住
民
の
思
い
を
代

弁
し
て
よ
り
良
い
公
民
館
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

△ 「おはよう朝ごはん料理教室」
　 今日はパパも一緒です！

△ 「新津南高校学校開放講座」
 　現役の教諭から学びます

　青木活動協力員に講師をお願いしました

公
民
館
活
動
協
力
員
を
御
存
知
で
す
か

春を呼ぶ「ボケ展」開催春を呼ぶ「ボケ展」開催春を呼ぶ「ボケ展」開催

　第39回日本ボケ展が３月４日か

ら13日まで「うららこすど」を会

場に開催されました。

　日本一の規模を誇るこのボケ展

は、期間中、約15,000鉢ものボケ

の花が会場いっぱいに展示即売さ

れ、愛好家を楽しませました。

　会期中には日本ボケ協会会員に

よる展示会と第25回アマチュア作

品展も併せて開催され、県内外か

ら多くの方が訪れました。

主
な
新
年
度
事
業

詳
細
に
つ
い
て
は
、随
時
公
民
館
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

スリッパ卓球による新潟県大会

環境問題をみんなで考えるきっかけづくり

花の植栽作業による地域団体の連携強化

食育・料理の基本を学ぶ

穏やかな運動で健康の増進と仲間作り

地域の魅力を探訪して再発見する

祖父母と孫で伝統行事を学び共通の体験をする

土曜日、新津南高校で教諭による教養講座や実技指導

園児・学童期の保護者を対象にした家庭教育講演会

集団活動や体験教室により子どもたちが自ら考え創造する力を育む

長期の休みを利用した子どもの体験学習

小中高校生対象の夏休み期間中での勉強部屋

生活に潤いと楽しみを感じてもらう行事を開催

花と緑の小須戸地域。苔玉作り

筆字での書き方を学ぶ

下手でも誰かに喜んでもらいたい、そんな優しい気持ちを伝える

三世代で様々なスポーツに挑戦

地域住民による作品展示

地域住民による芸能発表会

市民参加による囲碁将棋大会

公民館や地域の明るい話題や情報を紹介

にいがたボケ１スリッパ卓球大会

ふれあいキャンドルナイトin こすど

冬でも花いっぱい運動

こすどクッキング教室

入門　太極舞

語り継ぐ小須戸の文化

世代間交流事業

新津南高校開放講座

家庭教育講演会【新規】

こども「創造塾」（区づくり事業）

ツリークライミング体験

夏休み勉強部屋オアシス

高齢者生きがい講座

陶芸＆苔玉体験教室

プチ書道教室

絵手紙教室【新規】

体験！ニュースポーツ入門

小須戸地区市民展

小須戸地区芸能祭

小須戸地区囲碁・将棋大会

こすど地区公民館報の発行

(1) 地域コミュニティ活動の

   活性化を支援する事業

(7) その他

(6) 現代的課題を探り，解決を

   支援する事業

（2） 学・社・民の融合による人づくり地域づくりを推進する事業

（3）家庭の教育力の向上を支援する事業

(4) 青少年の生きる力を育む事業

(5)高齢者の学習や社会参加を支援する事業

事業の目的・主旨事　業　名重 点 事 業
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文　

芸　

欄

久
び
さ
に
朝
市
め
ぐ
る
四
温
晴　
　
　
　
　

井
本
マ
ツ
子

コ
ン
サ
ー
ト
果
て
て
余
韻
の
名
残
り
雪　
　

風

間

幸

子

早
春
の
朝
の
お
つ
と
め
木
魚
鳴
る　
　
　
　

佐
久
間
久
子

手
鞠
麸
の
く
れ
な
ゐ
浮
ぶ
雛
の
膳　
　
　
　

渡

辺

信

子

手
の
ひ
ら
に
受
け
ん
と
釈
迦
の
団
子
撒
き　

馬

場

綾

子

胡
麻
を
す
る
姑
の
背
ま
ろ
き
木
の
芽
和
へ　

本

多

玲

子

色
づ
き
て
房
子
の
庭
の
名
の
木
の
芽　
　
　

吉

澤

文

子

巡
り
来
る
櫻
見
る
ま
で
頑
張
ろ
ふ　
　
　
　

上
田
す
み
い

　
　
　
　心

こ
め
親
の
命
日
手
を
合
わ
せ　
　

  　
　

増

井

都

留

仲
直
り
し
た
が
心
に
残
る
距
離　
　
　
　
　

会

田　

修

断
捨
離
に
た
ん
す
の
肥
や
し
愛
お
し
く　

  

保

科

志

枝

合
掌
の
心
に
海
が
凪
い
で
く
る　
　
　
　
　

能
登
と
し
お

デ
ー
ケ
ア
の
三
時
に
食
べ
し
え
び
せ
ん
を

　

新
ら
し
入
れ
歯
音
よ
く
噛
み
ぬ　
　

    

髙

橋

キ

ヨ

満
開
に
匂
い
咲
き
た
る
梅
の
花

　

切
ら
れ
る
運
命
か
自
身
は
知
ら
ず　
　
　

こ　

み　

け

弘
前
で
き
み
と
眺
め
た
夜
桜
の

　

寄
り
添
い
歩
き
三
度
目
の
春　
　

    　

玲　
　
　

泉

〈心〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

ご
も

し
ゃ　

か

だ
ん　

ご

ま

ご

ま

さ
だ　

 

め

な

き

め

あ

は
は

し  

お
ん 

ば
れ

て  

ま
り 

ふ

ひ
な

ぜ
ん

い
と

な　

 

ご

も
く
ぎ
ょ
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文　

芸　

欄

題材は自由（お一人一句または一首）住所、氏名（ペンネーム可）
電話番号を明記し４月25日（月）までに小須戸地区公民館へ。
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俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

公
民
館
職
員　
　

簑
和　

均

　

九
年
ぶ
り
に
地
元
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
齢
は
重
ね
て
い
ま
す
が
、
何
分
、
公
民
館
勤

務
は
初
め
て
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
月
六
日(

日)

、第
七
回
に
い
が
た
ボ
ケ
１
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
が
、

小
須
戸
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
た
大
会
に
は
、
市
外
も
含
め　

て
八
十
二
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の　

中
に
も
七
種
目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
実
行
委
員
会
の
主
な
構

成
団
体
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

主
管
：
こ
す
ど
ス
リ
ッ
パ
卓
球
ク
ラ
ブ

　

共
催
：
小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

　
　
　
　

議
会
・
小
須
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
・
小
須
戸
地
区
公
民
館　

　

後
援
：
秋
葉
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
運
営
グ
ル
ー
プ

個
人
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

一
位　

松
郷　

大
樹 (

西
区) 　
　
　

 

一
位　

副
井　

  
透 (
南
区)

二
位　

小
林　

多
聞 (

長
岡
市) 　
　
　
　
　

 

中
村　

絵
美 (
秋
葉
区)

三
位　

平
田　
　

薫 (

阿
賀
野
市) 　

 

二
位　

田
中　

正
徳 (

五
泉
市)

三
位　

中
村　

絵
美 (

秋
葉
区) 　
　
　
　
　

 

高
橋　

正
子 (

南
区)

個
人
Ｂ
男
子　
　
　
　
　
　
　
　

    

三
位　

吉
田　

芳
夫 (

秋
葉
区)

一
位　

高
木　

光
男 (

南
区) 　
　
　
　
　
　

 

青
木　

睦
子 (

西
区)

二
位　

土
屋　

郁
夫 (

長
岡
市) 　
　

 

三
位　

平
田　

  

薫 (

阿
賀
野
市)

三
位　

船
久
保
敏
男 (

三
条
市) 　
　
　
　
　

 

田
中　

沙
依 (

新
津
高
校)

三
位　

細
川　

信
義 (

西
区) 　
　

   

混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

個
人
Ｂ
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
位　

高
木　

光
男 (

南
区)

一
位　

山
澤　

典
子 (

南
区) 　
　
　
　
　
　

 

山
澤　

典
子 (

南
区) 　
　

二
位　

伊
藤
キ
ン
子 (

秋
葉
区) 　
　

 

二
位　

土
屋　

郁
夫 (

長
岡
市)

三
位　

安
藤　

友
香 (

長
岡
市) 

　
　

   

安
藤　

友
香 (

長
岡
市) 　

三
位　

河
内　

亮
子 (

長
岡
市) 　
　

 

三
位　

阿
部
久
仁
夫 (

秋
葉
区)

親
子
ラ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

五
十
嵐
順
子 (

秋
葉
区) 

一
位　

松
井　
　

修 (

矢
代
田) 　
　

 

三
位　

志
賀　

昌
和 (

秋
葉
区)

　
　
　

松
井　

一
紗 (

小
六) 　
　
　
　
　
　

 

曽
山　

昌
昭 (

秋
葉
区) 　

二
位　

佐
藤　

峯
彦 (

金
沢
町) 　

   

小
学
生

　
　
　

佐
藤　

寧
士 (

小
四) 　
　
　

 

一
位　

佐
藤　

寧
士 (

金
沢
町)
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平
成
二
十
五
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度
か
ら
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た

だ
き
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度
退
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り
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た
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た
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こ
の
一
年
で
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
ま
し
た
が
，
皆
様
の
温
か

い
人
柄
に
触
れ
，
毎
日
が
と
て
も

充
実
し
て
お
り
ま
し
た
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小
須
戸

地
区
公
民
館
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
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と
は
，
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
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本
当
に
あ
り
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と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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熱戦続く会場風景
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